
国際交流委員会 規程 

 

（目的） 

第１条 国際交流委員会（以下、委員会）は、諸外国における保育にかかわる学会等との学術交流、および国内

の国際交流関係機関との関係をはかって当学会の目的達成に寄与することを目的とする。 

（業務） 

第２条 委員会は、前条の目的を達成するため、次のことを行う。 

（１）学術交流協定を結んだ学会との交流事業に関する対応・運営 

（２）諸外国における保育にかかわる学会および関係者からの問い合わせや資料請求への応答 

（３）諸外国における保育にかかわる学会および関係者との学術交流事業の立案・実施 

（４）諸外国における保育にかかわる研究および行政等の最新の情報の収集と公開 

（５）その他、国際交流委員会の目的を達成するために必要な事業 

（委員会の構成） 

第３条 委員会は、次のものをもって構成する。 

（１）委員長  １名 

（２）委員   ４名 

（３）専門委員 必要のある場合はおくことができる。 

（委員長および委員の選出） 

第４条 委員長は、会長指名とする。 

２．委員長の任期は、１期２年とする。但し、委員会の要請がある場合は再任することができる。その場合

は、任期は２期までとする。 

      また、委員長は、理事および評議員でなくなった場合には、期を重ねて再任することはできない。 

３．委員は、本学会の理事会において理事・評議員及び会員から選定し、会長が委嘱する。 

但し、理事は１名以上、理事・評議員は委員の半数以上とする。 

４．委員の任期は１期２年とし、再任を妨げない。但し、委員会の要請がある場合は再任すること  がで

きる。その場合、任期は２期までとする。 

５．委員がやむをえぬ事情により任期満了以前に辞任した場合、補充された委員の任期は、前任者の残任期

間とする。 

６．専門委員については、委員会が理事および評議員以外の会員から推薦し、理事会の承認を得て会長が委

嘱する。 

７．専門委員の任期は、１期２年以内とする。 

（職務） 

第５条 委員長および委員は、次の業務に従事する。 

（１）委員長は、理事または評議員とし、事業を統括する。 

（２）委員長は、委員会を招集し議長となる。 

（３）委員は、事業を立案・協議し、実施に移す事業については組織検討委員会・理事会の承認を得て

必要な業務を分担する。 

（４）専門委員は、委員会の事業に必要な協力・助言を行う。 

（会議録の作成） 

第６条 委員会会議録は委員会で作成し、学会事務局に保存する。 

 



（庶務） 

第７条 委員会の庶務は、学会事務局員の協力を得て行う。 

（改廃） 

第８条 本規程の改廃は、委員会の議を経て理事会が行う。 

 

附則 本規程は、平成 17 年 4 月 1 日から施行する。 

一部 平成 22 年 10 月 2 日改正 

一部 平成 27 年 2 月 7 日改正 

一部 令和 5（2023）年 4 月 15 日改正 


